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(57)【要約】
【課題】トランジスタに充電される電荷を放電してトラ
ンジスタの劣化を防止することができる有機電界発光表
示装置を提供する。
【解決手段】本発明の有機電界発光表示装置は、駆動電
流の量に対応して光を発光する有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、ソースが第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、ドレ
インが有機発光ダイオードに接続され、ゲートが第１ノ
ードＮ１に接続され、第１ノードＮ１の電圧に対応して
駆動電流を生成する第１トランジスタＭ１１と、第１走
査信号ｓｎに対応して第１ノードＮ１にデータ信号ｄｍ
を伝達する第２トランジスタＭ２１と、第３走査信号ｓ
ｎ－１に対応して第１ノードＮ１に負電圧を印加する第
３トランジスタＭ３１と、第１ノードＮ１の電圧を維持
するキャパシタＣｓｔ１とを備えていることを特徴とす
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動電流の量に対応して光を発光する有機発光ダイオードと、
　第１電極が第１電源に接続され、第２電極が前記有機発光ダイオードに接続され、ゲー
トが第１ノードに接続され、前記第１ノードの電圧に対応して前記駆動電流を生成する第
１トランジスタと、
　第１走査信号に対応して前記第１ノードにデータ信号を伝達する第２トランジスタと、
　第３走査信号に対応して前記第１ノードに負電圧を印加する第３トランジスタと、
　前記第１ノードの電圧を維持するキャパシタと
を備えていることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記負電圧は、第２走査信号の電圧であることを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項３】
　前記第１走査信号はｎ番目の走査線に伝達される走査信号であり、前記第２走査信号は
ｎ－２番目の走査線に伝達される走査信号であり、前記第３走査信号はｎ－１番目の走査
線に伝達される走査信号であることを特徴とする請求項２に記載の画素。
【請求項４】
　前記第１走査信号はｎ番目の走査線に伝達される走査信号であり、前記第２走査信号及
び前記第３走査信号は前記第１走査信号がハイ状態になった後、所定時間が経過した後に
ハイ状態になる走査信号であることを特徴とする請求項２に記載の画素。
【請求項５】
　前記第１走査信号及び前記第３走査信号によって、前記データ信号及び前記負電圧が前
記第１ノードに伝達される時間を調整することを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項６】
　前記第１乃至第３トランジスタは酸化物トランジスタで実現されることを特徴とする請
求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の画素。
【請求項７】
　データ信号及び走査信号を受信して画像を表示する画素部と、
　前記データ信号を生成するデータ駆動部と、
　前記走査信号を生成する走査駆動部とを備え、
　前記画素部を構成する画素は、
　駆動電流の量に対応して光を発光する有機発光ダイオードと、
　第１電極が第１電源に接続され、第２電極が前記有機発光ダイオードに接続され、ゲー
トが第１ノードに接続され、前記第１ノードの電圧に対応して前記駆動電流を生成する第
１トランジスタと、
　第１走査信号に対応して前記第１ノードに前記データ信号を伝達する第２トランジスタ
と、
　第３走査信号に対応して前記第１ノードに負電圧を印加する第３トランジスタと、
　前記第１ノードの電圧を維持するキャパシタと
を備えていることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記負電圧は、第２走査信号の電圧であることを特徴とする請求項７に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１走査信号はｎ番目の走査線に伝達される走査信号であり、前記第２走査信号は
ｎ－２番目の走査線に伝達される走査信号であり、前記第３走査信号はｎ－１番目の走査
線に伝達される走査信号であることを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１０】
　前記第１走査信号はｎ番目の走査線に伝達される走査信号であり、前記第２走査信号及
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び前記第３走査信号は前記第１走査信号がハイ状態になった後、所定時間が経過した後に
ハイ状態になる走査信号であることを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１１】
　前記第１走査信号及び前記第３走査信号によって、前記データ信号及び前記負電圧が前
記第１ノードに伝達される時間を調整することを特徴とする請求項７に記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項１２】
　前記トランジスタは酸化物トランジスタで実現されることを特徴とする請求項７乃至請
求項１１のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　第１トランジスタのゲートに印加される電圧によって有機発光ダイオードに流れる電流
量を調整して画像を表示する有機電界発光表示装置の駆動方法において、
　前記第１トランジスタのゲートに負電圧を印加するステップと、
　前記第１トランジスタのゲートにデータ信号に対応する電圧を印加するステップと
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記第１トランジスタのゲートに印加される前記負電圧はｎ－２番目の走査線に伝達さ
れる走査信号の電圧であり、前記ｎ－２番目の走査信号はｎ－１番目の走査信号に対応し
て前記第１トランジスタのゲートに伝達され、前記データ信号はｎ番目の走査信号に対応
して前記第１トランジスタのゲートに伝達されることを特徴とする請求項１３に記載の有
機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記第１トランジスタのゲートに印加される前記負電圧は、ｎ番目の走査信号がハイ状
態になった後、所定時間が経過した後にハイ状態になる走査線に伝達される走査信号の電
圧であることを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、より詳細には、酸化
物トランジスタを用いた画素及びそれを用いた有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量及び体積を減
少させることが可能な各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示
装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、電界放出表示
装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマ表示
パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒ
ｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などがあ
る。
【０００３】
　これらの平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、優れた色再現性や薄さなどの
様々な利点によって、応用分野が携帯電話だけでなく、ＰＤＡやＭＰ３プレーヤーなど市
場を大きく拡大している。
【０００４】
　有機電界発光表示装置は、印加される電流の量に対応して発光する光の輝度が決定され
る有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｏｄｅ）を用いて画像を表示する。
【０００５】
　図１は、一般的な有機電界発光表示装置に採用された画素の構成を示す回路図である。
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図１に示すように、画素は、第１トランジスタＴ１と、第２トランジスタＴ２と、キャパ
シタＣｓｔと、有機発光ダイオードＯＬＥＤとを備えている。
【０００６】
　第１トランジスタＴ１は、ソースが第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、ドレインが有機発
光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続され、ゲートが第１ノードＮ１に接続されて
いる。
【０００７】
　第２トランジスタＴ２は、ソースがデータ線Ｄｍに接続され、ドレインが第１ノードＮ
１に接続され、ゲートが走査線Ｓｎに接続されている。
【０００８】
　キャパシタＣｓｔは、第１電極が第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極が第１ノー
ドＮ１に接続されている。
【０００９】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、アノード電極が第１トランジスタＴ１のドレインに接
続され、カソード電極が第２電源ＥＬＶＳＳに接続されている。
【００１０】
　上記のように構成された画素は、第１トランジスタＴ１のソースとゲートとの間の電圧
差に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる駆動電流の量が決定される。すなわ
ち、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧とデータ信号とに対応して、有機発光ダイオードＯＬＥＤ
に流れる駆動電流の量が、以下に示す数式（１）によって決定される。
【００１１】
［数１］
　　ＩＯＬＥＤ＝β／２（ＶＧＳ―Ｖｔｈ）２　（１）
【００１２】
　ここで、ＩＯＬＥＤは有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流量、ＶＧＳは第１トラ
ンジスタＴ１のソースとゲートとの間の電圧差、Ｖｔｈは第１トランジスタＴ１の閾値電
圧に相当する。
【００１３】
　したがって、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流は、第１トランジスタＴ１の閾
値電圧の影響を受けることになる。
【００１４】
　上記のように形成された画素において、トランジスタが酸化物トランジスタの場合には
、トランジスタのゲートにソースよりも高い電圧が維持されると、トランジスタが劣化し
て閾値電圧が高くなってしまうという問題点がある。
【００１５】
　このような劣化現象により、有機発光ダイオードＯＬＥＤに予期せぬ電流が流れ、この
電流によって有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光して残像が発生するという問題点がある
。このような劣化現象は、トランジスタのゲート電圧が大きいほど、そしてストレス時間
が長いほどより顕著になる。
【００１６】
　上記の問題点によって、酸化物トランジスタを用いて有機発光表示装置の画素を形成す
ることは非常に難しかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】大韓民国特許公開第２００６－０１１５５１９
【特許文献２】大韓民国特許公開第２００５－００８０３１８
【特許文献３】日本特許公開第２００６－３３８０４２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１８】
　そこで、本発明は、トランジスタに充電される電圧を放電することによって、画素を構
成するトランジスタを酸化物トランジスタで形成することができる画素及び有機電界発光
表示装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の態様は、駆動電流の量に対応して光を発
光する有機発光ダイオードと、第１電極が第１電源に接続され、第２電極が前記有機発光
ダイオードに接続され、ゲートが第１ノードに接続され、前記第１ノードの電圧に対応し
て前記駆動電流を生成する第１トランジスタと、第１走査信号に対応して前記第１ノード
にデータ信号を伝達する第２トランジスタと、第３走査信号に対応して前記第１ノードに
負電圧を印加する第３トランジスタと、前記第１ノードの電圧を維持するキャパシタとを
備えていることを特徴とする画素を提供することである。
【００２０】
　本発明の第２の態様は、データ信号及び走査信号を受信して画像を表示する画素部と、
前記データ信号を生成するデータ駆動部と、前記走査信号を生成する走査駆動部とを備え
、前記画素部を構成する画素は、駆動電流の量に対応して光を発光する有機発光ダイオー
ドと、第１電極が第１電源に接続され、第２電極が前記有機発光ダイオードに接続され、
ゲートが第１ノードに接続され、前記第１ノードの電圧に対応して前記駆動電流を生成す
る第１トランジスタと、第１走査信号に対応して前記第１ノードに前記データ信号を伝達
する第２トランジスタと、第３走査信号に対応して前記第１ノードに負電圧を印加する第
３トランジスタと、前記第１ノードの電圧を維持するキャパシタとを備えていることを特
徴とする有機電界発光表示装置を提供することである。
【００２１】
　本発明の第３の態様は、第１トランジスタのゲートに印加される電圧によって有機発光
ダイオードに流れる電流量を調整して画像を表示する有機電界発光表示装置の駆動方法に
おいて、前記第１トランジスタのゲートに負電圧を印加するステップと、前記第１トラン
ジスタのゲートにデータ信号に対応する電圧を印加するステップとを含むことを特徴とす
る有機電界発光表示装置の駆動方法を提供することである。
【発明の効果】
【００２２】
　このような本願発明の画素及び有機電界発光表示装置によれば、トランジスタに充電さ
れる電荷を放電してトランジスタの劣化を防止することができるので、酸化物トランジス
タを用いて画素を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、一般的な有機電界発光表示装置に採用された画素の構成を示す回路図で
ある。
【図２】図２は、本発明に係る有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。
【図３】図３は、図２に示す有機電界発光表示装置に採用された画素の第１の実施例を示
す回路図である。
【図４】図４は、図３に示す画素に入力される信号の波形を示す波形図である。
【図５】図５は、図２に示す有機電界発光表示装置に採用された画素の第２の実施例を示
す回路図である。
【図６】図６は、図５に示す画素に入力される信号の波形を示す波形図である。
【図７】図７は、図２に示す有機電界発光表示装置に採用された画素の第３の実施例を示
す回路図である。
【図８】図８は、図２に示す有機電界発光表示装置に採用された画素の第４の実施例を示
す回路図である。
【発明を実施するための形態】



(6) JP 2010-122649 A 2010.6.3

10

20

30

40

50

【００２４】
　以下、本発明の実施例を、添付した図面を参照して説明する。
【００２５】
　図２は、本発明に係る有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。図２に示すよ
うに、有機電界発光表示装置は、画素部１００と、データ駆動部２００と、走査駆動部３
００とを備えている。
【００２６】
　画素部１００には、複数の画素１０１が配列され、各画素１０１は電流の流れに対応し
て光を発光する有機発光ダイオード（図示せず）を備えている。そして、画素部１００は
、行方向に走査信号を伝達するｎ本の走査線Ｓ１，Ｓ２，・・・Ｓｎ－１，Ｓｎと、列方
向にデータ信号を伝達するｍ本のデータ線Ｄ１，Ｄ２，・・・Ｄｍ－１，Ｄｍとが配列さ
れている。
【００２７】
　そして、画素部１００は、第１電源（図示せず）と、第１電源よりも低い電圧レベルを
有する第２電源（図示せず）とを受けて駆動する。したがって、画素部１００は、走査信
号、データ信号、第１電源及び第２電源に応じて有機発光ダイオードに電流が流れること
により、発光して映像を表示する。
【００２８】
　また、各画素１０１には、充電されている電荷を放電できるようにする負電源を印加す
る配線（図示せず）が形成されている。
【００２９】
　データ駆動部２００は、データ信号を生成する手段であり、赤色、青色、緑色の成分を
有する映像信号を用いてデータ信号を生成する。そして、データ駆動部２００は、画素部
１００のデータ線Ｄ１，Ｄ２，・・・Ｄｍ－１，Ｄｍに接続され、生成されたデータ信号
を画素部１００に入力する。
【００３０】
　走査駆動部３００は、走査信号を生成する手段であり、走査線Ｓ１，Ｓ２，・・・Ｓｎ
－１，Ｓｎに接続され、走査信号を画素部１００の特定の行に伝達する。走査信号が伝達
された画素１０１には、データ駆動部２００から出力されたデータ信号が伝達され、デー
タ信号に対応した電圧が画素に伝達される。
【００３１】
　図３は、図２に示す有機電界発光表示装置に採用された画素の第１の実施例を示す回路
図である。
【００３２】
　図３に示すように、画素は、第１トランジスタＭ１１と、第２トランジスタＭ２１と、
第３トランジスタＭ３１と、キャパシタＣｓｔ１と、有機発光ダイオードＯＬＥＤとを備
えている。また、各々のトランジスタは、ＮＭＯＳ酸化物トランジスタで実現されている
。
【００３３】
　第１トランジスタＭ１１は、第１電源ＥＬＶＤＤから第２電源ＥＬＶＳＳに駆動電流が
流れるようにしており、第１トランジスタＭ１１のゲートに印加される電圧に対応して駆
動電流の量が決定される。第１トランジスタＭ１１は、ソースが第１電源ＥＬＶＤＤに接
続され、ドレインが有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続され、ゲートが第
１ノードＮ１に接続されている。
【００３４】
 第２トランジスタＭ２１は、データ信号ｄｍが第１トランジスタＭ１１のゲートに選択
的に伝達されるようにしている。第２トランジスタＭ２１は、ソースがデータ線Ｄｍに接
続され、ドレインが第１ノードＮ１に接続され、ゲートが第１走査線Ｓｎに接続されてい
る。
【００３５】
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　第３トランジスタＭ３１は、第１トランジスタＭ１１のゲートの電圧を放電させるため
の負電源が第１トランジスタＭ１１のゲートに伝達されるようにする。第３トランジスタ
Ｍ３１は、ソースが第２走査線Ｓｎ－２に接続され、ドレインが第１ノードに接続され、
ゲートが第３走査線Ｓｎ－１に接続されている。画素に伝達される負電源は、第２走査線
Ｓｎ－２を介して伝達される走査信号になる。
【００３６】
 キャパシタＣｓｔ１は、第１トランジスタＭ１１のゲート電圧が維持されるようにする
。キャパシタＣｓｔ１の第１電極が第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極が第１ノー
ドＮ１に接続されている。
【００３７】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、駆動電流を受けて光を発光する。有機発光ダイオード
ＯＬＥＤは、アノード電極が第１トランジスタＭ１１のドレインに接続され、カソード電
極が第２電源ＥＬＶＳＳに接続されている。
【００３８】
　図４は、図３に示す画素に入力される信号の波形を示す波形図である。図４に示すよう
に、第２走査線Ｓｎ－２を介して伝達される第２走査信号ｓｎ－２がハイ状態からロー状
態になり、第３走査線Ｓｎ－１を介して伝達される第３走査信号ｓｎ－１がロー状態から
ハイ状態になると、第３トランジスタＭ３１はオン状態になる。そして、第１ノードＮ１
の電圧ＶＮ１は、第２走査信号ｓｎ－２が伝達されてロー状態になる。したがって、第１
トランジスタＭ１１に充電されている電荷が、第２走査線Ｓｎ－２を介して伝達される第
２走査信号ｓｎ－２によって除去される。すなわち、インタフェーストラップチャージ（
Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｔｒａｐ　Ｃｈａｒｇｅ）が減少する。上記の動作によって、第１
トランジスタＭ１１の閾値電圧が増加する現象を抑制することができる。
【００３９】
　そして、第３走査信号ｓｎ－１がハイ状態からロー状態になり、第１走査線Ｓｎを介し
て伝達される第１走査信号ｓｎがロー状態からハイ状態になると、第２トランジスタＭ２
１はオン状態になり、第３トランジスタＭ３１はオフ状態になる。これによって、データ
信号ｄｍがデータ線Ｄｍを介して第１ノードＮ１に流れ、第１ノードＮ１の電圧ＶＮ１は
データ信号の電圧に対応した電圧になる。第１ノードＮ１は、キャパシタＣｓｔ１によっ
てデータ信号の電圧を維持する。
【００４０】
　したがって、第１トランジスタＭ１１のソースからドレイン方向には、データ信号の電
圧に対応した駆動電流が有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れることになり、画素が光を発
光する。
【００４１】
　このとき、第１ノードＮ１の電圧ＶＮ１をみると、放電期間は第３走査信号ｓｎ－１が
伝達される期間に相当し、発光期間の長さが放電期間の長さよりも非常に長く形成されて
いる。つまり、放電期間の長さが短いため、インタフェーストラップチャージを解消する
ための時間が短く形成されている。ここで、第１走査信号ｓｎ、第２走査信号ｓｎ－２及
び第３走査信号ｓｎ－１は、それぞれｎ番目の走査信号、ｎ－２番目の走査信号及びｎ－
１番目の走査信号を意味する。
【００４２】
　図５は、図２に示す有機電界発光表示装置に採用された画素の第２の実施例を示す回路
図である。図５に示すように、画素は、第１トランジスタＭ１２と、第２トランジスタＭ
２２と、第３トランジスタＭ３２と、キャパシタＣｓｔ２と、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄとを備えている。また、各々のトランジスタは、ＮＭＯＳ酸化物トランジスタで実現さ
れる。
【００４３】
　第１トランジスタＭ１２は、第１電源ＥＬＶＤＤから第２電源ＥＬＶＳＳに駆動電流が
流れるようにしており、第１トランジスタＭ１２のゲートに印加される電圧に対応して駆
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動電流の量が決定される。第１トランジスタＭ１２は、ソースが第１電源ＥＬＶＤＤに接
続され、ドレインが有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続され、ゲートが第
１ノードＮ１に接続されている。
【００４４】
　第２トランジスタＭ２２は、データ信号ｄｍが第１トランジスタＭ１２のゲートに選択
的に伝達されるようにする。第２トランジスタＭ２２は、ソースがデータ線Ｄｍに接続さ
れ、ドレインが第１ノードＮ１に接続され、ゲートが第１走査線Ｓｎに接続されている。
【００４５】
　第３トランジスタＭ３２は、第１トランジスタＭ１２のゲートの電圧を放電させるため
の負電源が第１トランジスタＭ１２のゲートに伝達されるようにする。第３トランジスタ
Ｍ３２は、ソースが第２走査線Ｓｎ－８に接続され、ドレインが第１ノードＮ１に接続さ
れ、ゲートが第３走査線Ｓｎ－７に接続されている。画素に伝達される負電源は、第２走
査線Ｓｎ－８を介して伝達される走査信号になる。
【００４６】
　キャパシタＣｓｔ２は、第１トランジスタＭ１２のゲート電圧が維持されるようにする
。キャパシタＣｓｔ２は、第１電極が第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極が第１ノ
ードＮ１に接続されている。
【００４７】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、駆動電流を受けて光を発光する。有機発光ダイオード
ＯＬＥＤは、アノード電極が第１トランジスタＭ１２のドレインに接続され、カソード電
極が第２電源ＥＬＶＳＳに接続されている。
【００４８】
　図６は、図５に示す画素に入力される信号の波形を示す波形図である。
【００４９】
　図６に示すように、第２走査線Ｓｎ－８を介して伝達される第２走査信号ｓｎ－８がハ
イ状態からロー状態になり、第３走査線Ｓｎ－７を介して伝達される第３走査信号ｓｎ－
７がロー状態からハイ状態になると、第３トランジスタＭ３２はオン状態になる。すると
、第１ノードＮ１に第２走査信号ｓｎ－８が伝達される。これにより、第１ノードＮ１の
電圧ＶＮＩはロー状態になる。したがって、第１トランジスタＭ１２に充電されている電
荷が、第２走査線Ｓｎ－８を介して伝達される第２走査信号ｓｎ－８によって除去される
。すなわち、インタフェーストラップチャージが減少する。これにより、第１トランジス
タＭ１２の閾値電圧が増加する現象を抑制することができる。
【００５０】
　そして、第３走査信号ｓｎ－７がハイ状態からロー状態になり、第１走査線Ｓｎを介し
て伝達される第１走査信号ｓｎがロー状態からハイ状態になると、第２トランジスタＭ２
２はオン状態になり、第３トランジスタＭ３２はオフ状態になる。これにより、データ信
号ｄｍがデータ線Ｄｍを介して第１ノードＮ１に伝達される。このとき、第１ノードＮ１
はキャパシタＣｓｔ２によってデータ信号ｄｍの電圧を維持する。
【００５１】
　したがって、第１トランジスタＭ１２のソースからドレイン方向には、データ信号ｄｍ
の電圧に対応した駆動電流が有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる。
【００５２】
　このとき、第１ノードＮ１の電圧ＶＮ１をみると、放電期間の長さは発光期間の長さと
大差がない。その理由は、第３走査信号ｓｎ－７によって第２走査信号ｓｎ－８が伝達さ
れると、このとき電圧ＶＮ１はキャパシタＣｓｔ２によって第１走査信号ｓｎが伝達され
るまで維持されるからである。したがって、本実施例による画素は、放電期間の長さを長
く維持することができる。
【００５３】
　ここで、第１走査信号ｓｎ、第２走査信号ｓｎ－８及び第３走査信号ｓｎ－７は、それ
ぞれｎ番目の走査信号、ｎ－８番目の走査信号及びｎ－７番目の走査信号を意味する。こ
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のとき、放電期間の長さを長く維持できるようにするため、走査信号のうちｎ番目の走査
信号がハイ状態になった後、所定時間が経過した後にハイ状態になる走査信号を第２及び
第３走査信号として選択しており、所定時間は設計者の選択によって決定される。
【００５４】
　図７は、図２に示す有機電界発光表示装置に採用された画素の第３の実施例を示す回路
図である。図７に示すように、画素は、第１トランジスタＭ１３と、第２トランジスタＭ
２３と、第３トランジスタＭ３３と、キャパシタＣｓｔ３と、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄとを備えている。また、各々のトランジスタは、ＮＭＯＳ酸化物トランジスタで実現さ
れる。
【００５５】
　第１トランジスタＭ１３は、第１電源ＥＬＶＤＤから第２電源ＥＬＶＳＳに駆動電流が
流れるようにしており、第１トランジスタＭ１３のゲートに印加される電圧に対応して駆
動電流の量が決定される。第１トランジスタＭ１３は、ソースが第１電源ＥＬＶＤＤに接
続され、ドレインが有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続され、ゲートが第
１ノードＮ１に接続されている。
【００５６】
　第２トランジスタＭ２３は、データ信号ｄｍが第１トランジスタＭ１３のゲートに選択
的に伝達されるようにする。第２トランジスタＭ２３は、ソースがデータ線Ｄｍに接続さ
れ、ドレインが第１ノードＮ１に接続され、ゲートが第１走査線Ｓｎに接続されている。
【００５７】
　第３トランジスタＭ３３は、第１トランジスタＭ１３のゲートの電圧を放電させるため
の負電源が第１トランジスタＭ１３のゲートに伝達されるようにする。第３トランジスタ
Ｍ３３は、ソースが負電圧ＶＮｅｇに接続され、ドレインが第１ノードＮ１に接続され、
ゲートが第２走査線Ｓｎ－１に接続されている。負電圧ＶＮｅｇは、画素に伝達される負
電源になる。負電圧ＶＮｅｇは、第２走査線Ｓｎ－１を介して伝達される走査信号ｓｎ－
１によって選択的に第１ノードＮ１に伝達される。
【００５８】
　キャパシタＣｓｔ３は、第１トランジスタＭ１３のゲート電圧が維持されるようにする
。キャパシタＣｓｔ３は、第１電極が第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極が第１ノ
ードＮ１に接続されている。
【００５９】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、駆動電流を受けて光を発光する。有機発光ダイオード
ＯＬＥＤは、アノード電極が第１トランジスタＭ１３のドレインに接続され、カソード電
極が第２電源ＥＬＶＳＳに接続されている。
【００６０】
　図８は、図２に示す有機電界発光表示装置に採用された画素の第４の実施例を示す回路
図である。図８に示すように、画素は、第１トランジスタＭ１４と、第２トランジスタＭ
２４と、第３トランジスタＭ３４と、キャパシタＣｓｔ４と、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄとを備えている。また、各々のトランジスタは、ＮＭＯＳ酸化物トランジスタで実現さ
れる。
【００６１】
　第１トランジスタＭ１４は、第１電源ＥＬＶＤＤから第２電源ＥＬＶＳＳに駆動電流が
流れるようにしており、第１トランジスタＭ１４のゲートに印加される電圧に対応して駆
動電流の量が決定される。第１トランジスタＭ１４は、ソースが第１電源ＥＬＶＤＤに接
続され、ドレインが有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続され、ゲートが第
１ノードＮ１に接続されている。
【００６２】
　第２トランジスタＭ２４は、データ信号ｄｍが第１トランジスタＭ１４のゲートに選択
的に伝達されるようにする。第２トランジスタＭ２４は、ソースがデータ線Ｄｍに接続さ
れ、ドレインが第１ノードＮ１に接続され、ゲートが第１走査線Ｓｎに接続されている。



(10) JP 2010-122649 A 2010.6.3

10

20

【００６３】
　第３トランジスタＭ３４は、第１トランジスタＭ１４のゲートの電圧を放電させるため
の負電源が第１トランジスタＭ１４のゲートに伝達されるようにする。第３トランジスタ
Ｍ３４は、ソースが負電圧ＶＮｅｇに接続され、ドレインが第１ノードＮ１に接続され、
ゲートが第２走査線Ｓｎ－７に接続されている。負電圧ＶＮｅｇは、画素に伝達される負
電源になる。
【００６４】
　キャパシタＣｓｔ４は、第１トランジスタＭ１４のゲート電圧が維持されるようにする
。キャパシタＣｓｔ４は、第１電極が第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極が第１ノ
ードＮ１に接続されている。
【００６５】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、駆動電流を受けて光を発光する。有機発光ダイオード
ＯＬＥＤは、アノード電極が第１トランジスタＭ１４のドレインに接続され、カソード電
極が第２電源ＥＬＶＳＳに接続されている。
【符号の説明】
【００６６】
　１００　画素部
　１０１　画素
　２００　データ駆動部
　３００　走査駆動部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种有机发光显示器，其通过释放充电到晶体管的
电荷来防止晶体管的劣化。ŽSOLUTION：有机发光显示器包括：有机发
光二极管OLED，其发出的光对应于驱动电流的量;第一晶体管M11，其
源极耦合到第一电源ELVDD，漏极耦合到有机发光二极管，栅极耦合到
第一节点，第一晶体管形成对应于第一节点的电压的驱动电流;第二晶体
管M21，将数据信号dm传送到与第一扫描信号sn对应的第一节点N1;第
三晶体管M31向第一节点N1施加负电压，对应于第三扫描信号sn-1;电容
器Cst1保持第一节点N1的电压。Ž
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